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研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　薬局　　　　　　職　種　薬局長　　　　氏　名　松田　俊之

	期　　間　　令和　1　年　6　月　1　日　～　令和　1　年　6　月　2　日

	出張目的　日本病院薬剤師会　東北ブロック第９回学術大会への参加

	出 張 先　秋田市

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


上記学術大会が、メインテーマを「シームレスな薬物療法の実践」として特別講演、シンポジウム、ポスター発表などが行われ、最終的には５８０名以上の東北地区の病院薬剤師が参加した。筆者はまず、中小病院の連携をテーマとしたシンポジウム「シームレスな体制の中での薬のリレー~連携における適切な薬物療法のために~」に参加した。この中で、ＩＣＴ（情報通信技術）を利用した各分野との連携が紹介された。また、脳卒中や認知症患者の急性期→回復期→老健そして一般病棟へのシームレスな薬剤業務展開なども興味深いものであった。また、「地域移行を見据えた薬物療法」をテーマにしたシンポジウムでは、精神科領域の薬薬連携や在宅医療、入院医療から地域生活への薬剤師の取り組みが紹介された。当院では法人グループ内に病院とは異なる施設を有するとともに連携を図っているが、その中で薬剤師の果たすべき役割を今後模索していきたい。一方、ポスター発表では精神科及び高齢者医療関連の多くの発表があり、それらを閲覧した。この中で八戸圏域の抗不安薬・睡眠薬の処方実態に関する調査研究があった。今後は当院もこのような調査に参加して、他施設との比較検討が必要と思われた。また、精神疾患患者における睡眠障害への酸棗仁湯の有用性、せん妄治療におけるフローチャートの導入効果、抗精神病薬による白血球数に及ぼす炭酸リチウムの影響など具体的に臨床応用できる発表も多く見られた。今回の学会参加により得られた知見を日頃の薬剤業務に少しでも生かしていきたい。
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